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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・本日の9:30～12:00高山英佐様が体験利用実施、14:00～16:00曽我泰庸様が見学予定となっている。

・精神科の実地指導が11/1(水)13：30～となっている。日々の記録物の漏れがないよう行っていく。
・外来から戻ってきた日誌を放置していることがある為、戻ってきたらすぐにファイルに挟めること。また、印鑑の有無を確認し、なければ管理者に貰うようにすること。

[各種締切]
・9月分テキスト⇒8/21(月)
・転倒転落シート、LASMI⇒8/25（金）

[研修案内]
・うつ病、躁うつ病、大人の発達障害と医療リワーク
　9/8(金)18:00～20:00　　会場：札幌　　参加費：無料
・うつ病リワーク研究会　基礎コース
　9/9(土)10:00～16:00　　会場：札幌　　参加費：あり
　参加したい研修がある際には各自で申し込みを行うこと。

＜利用者様情報＞

デイケア

・高山　英佐様～当院の北病棟に入院している47歳の統合失調症の男性。本日体験利用実施しており、館内の案内や青陽館について説明を実施したときに頷きながら聞いている。デイケア利用目的を確認すると、コミュニケーション能力を向上したいと話しており、理由としては他者に遠慮して話すことを躊躇ってしまうとのこと。また、会話することは好きであることから友人をつくりたいと話している。病棟からの情報提供から、無為・自閉が著明で活動性に乏しい為、日中の活動の場として利用することが望ましいと考えられる。プログラムへはスタッフの促しにて参加しており、問題なく取り組んでいる。8/28（月）退院予定であり、退院先は南郷の実家で母様と2人暮らしになるとのこと。次回については来週に体験利用予定であり、詳しい日時は病棟より連絡を頂くこととなっている。

・曽我　泰庸様～本日の14:00～16:00までデイケア見学予定となっている。
・川口　尚良様～栄養指導の時間になると一度は移動するが、引き返して「何か人混みが苦手になって。最近は変なんだよ、病気なんだかって思ってしまって」と口調暗く訴えている。8/11（金）から上記の状態となっており、原因については自身も分からないと話している。病院受診が3週間に1度となっている為、次回の受診まで時間があることから、受診予定日前でも電話で予約して主治医に相談するよう伝えている。また、人混みが辛い場合には過ごしやすい場所で過ごすよう伝えている。
・松川　順子様～昼食後の残飯処理・シンク洗いを1人で行っており、声を掛けると「誰もやらないから私がやるしかないんです」とやや口調強く話している。普段からシンクを1人で洗っている現状を共有し、メンバー皆で使っている場所であるためメンバー皆で協力して洗いたいとスタッフも考えていることを伝えると「はい」と弱く返事をしている。ミーティング内でこのことを議題に挙げ、メンバーはシンク洗いのことをどう感じているのかを聞き、考える機会とすることを提案すると「それは嫌です」と話す。本人不在時に議題に挙げることや、名前を挙げずに議題に挙げることなどを提案するが「私が食べるのが一番遅いから私がやるしかないんです。いいです」と話している。
・小泉　晋哉様～本人より電話連絡があり、青陽館に向かっている途中で動悸、頭痛、眩暈が出現した為、休憩したが治らなかったことから本日デイケアを欠席するとのこと。自宅では問題ないが、デイケア以外でも外出したいには具合が悪くなると話している。デイケアに来所することが負担なのか尋ねると、はじめは特にないと話すが「人が多いと疲れて具合が悪くなる」と話している。今月末に病院受診である為、主治医に上記症状を伝えるように促している。

デイナイトケア

・倉石ヨシエ様～昨日、痰絡みと咳が聞かれており、体温は37.0℃となっている。本日は発熱はなく頭痛はあるがプログラムには参加することが出来ている。運動療法は椅子に座ったまま行っている。昼食前には「もう大丈夫」と話している。しかし、痰絡みと咳が聞かれている為、午後も様子観察していく。

・津嶋イチ子様～昨日、寒気と頭痛の訴えがあり、体温37.0℃となっている。来所時に体調確認すると「元気になった」と話しており、プログラムにも問題なく参加している。

・小野寺ノリ様～昨日2回尿失禁がある。尿臭が感じられ、ズボンが濡れた状態で立っているが「大丈夫」と話している。スタッフの声掛けで着替えを促しており、拒否はなく行っている。本日は尿失禁することはない。尿失禁をすることで自尊心が低下する可能性があるため、適宜トイレのために声を掛けていく。
・古川　富蔵様～昨日より嘔気があると訴えがあった為、体調について尋ねると「咳が出ると吐きそうになる」とのことで、また、「ムカムカしてる感じもするんだよ」と話している。プログラムは参加することは出来ている。今後も様子を観察していく。
・馬渡　武光様～昨日、夕食に出たゼリーのカップに水を入れ、水を飲み干している。その際に使用した共同のスプーンを洗わずに戻すことがあり介入をしている。また、コップを使わずに蛇口に口をつけて水を飲んでいることもあり、その際も介入するが無視するような形で立ち去っている。普段から排泄後に手を洗わない等、清潔にあまり関心がない様子があり、それらの行動が風邪の感染拡大を招く可能性や社会常識的に不適切な行動であることを理解できるように伝えていく。

・倉橋　生子様～昨日、帰荘後の足洗い時誤ってシャワーを出して隣の稲垣様にかけてしまうことがあったとのこと。「稲垣さんはそんなに怒んなくても」と相手を逆なでするように笑いながら話している為、謝るのが先である事を伝え、注意や指導している。本日のデイナイトケアでは、やや不機嫌さみられており、ロッカー室より他者の様子を伺っていることが見られている。午後も様子観察していく。
ナイトケア
・村上　元道様～お盆休みを明け、本日よりうみねこ幸房での仕事が再開となったとのことで仕事の感想を尋ねている。「まあまあかな。でも間抜けなことが有って。」と話しており、聞き返すと「仕事以外のことでちょっと気になることがあって。先生からは気にするなって言われてるけど気になっちゃって。」と話す。詳細を尋ねようとすると「まあ色々あるのよ」と立ち去り、詳細は語らずにいる。「今日はちょっと疲れた」と話しており、ゆっくり休養を取るよう声を掛け、帰宅している。

＜外来情報＞
8/17（木）

・冨田　紀子様～本人様より、老健などには行きたくないと話している。現在も出来る範囲で身の回りの事は出来ていると話している。

・奥山以依子様～青陽館の納涼祭は楽しかったと話している。体重を気にしているとのことだが、まだ肥満などではない為、しっかり食事をとるように主治医より説明している。

・船場　幸子様～特に変わりはないとのこと。表情や口調穏やかに話している。

・中居美津子様～いろんな薬を服用している為、最近お腹の調子が崩れる事が多かったとのこと。市販のサプリメントを飲んだらよくなったと話している。

・鹿原　博夫様～にきびは良くなってきたと話している。お盆は誰も会いに来なかったとしている。

・前野　義勝様～前回処方になったラックビーは良かったようで、排便状態は良いと話している。

＜勉強会＞避難訓練について

8/25（金）13:30に実施予定となっており、避難訓練の流れを確認している。

・出火場所の確認

火災警報機の警報音を聞いたら出火場所の確認を行う。自動火災報知設備の受信機のある１階スタッフルームに駆けつけ、出火場所を確認し、警報機を消す（利用者様が焦らないことと今後の指示が聞こえやすいように）。消火器を持って出火場所へ向かう。青陽館内の消火器の場所を把握すること。

・施設内部への情報伝達

初期消火で消火できなければ「初期消火失敗」と声を出して皆さんに伝えながら1階スタッフルームの放送機まで移動し、施設内に出火の場所と状態・避難の仕方・避難先を放送して伝え、館内放送を数回以上繰り返し周知する。
・消防機関への通報

実際に119に消防機関に通報する。また、ＳＧＭにも状況を報告する。

・区画形成

防火区画形成のため、パーテーションやドアを閉めます。
・利用者の避難誘導と残留者なしの確認

　青山荘前まで避難誘導し、全員いるか分かる手段として出欠表を持ち出す。もし全員いなかったら残留者を確認しに行き、個室の端などくまなく探していく。全員揃ったらＳＧＭに報告する。

当日は役割を決めずに実施する為、各自積極的に動くことができるようにすること。雨天時の避難場所は1階生活指導室となる。

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発防止を行い、就労への準備を進めていく。
	①通所を継続し、生活リズムを整え、意欲の維持・向上を図る
	①来所時にはプログラムに参加し、自身の特性の理解を深めていく。
	①継続して来所し、プログラムに参加する。スタッフは来所状況プログラム取り組みを確認し、本人が出来ていることには評価する。休む場合は自分から連絡し理由について伝えるようになる。

	
	②運動プログラムへ参加し、体力の向上・体重減少を図る。
	②運動プログラムへ積極的に参加していく。
	2 運動療法がある際には、積極的に参加していく。スタッフは参加状況を確認して評価し定期的な体重測定により数値での変化について確認する。

	
	③就労に向けての対人関係能力・作業能力を高める。
	③就労に関する考えを深めていく
	3 就労について自分に足りない部分について話し具体的な訓練ができるようになる。スタッフは本人と就労に関する面談を行い、具体的な方向性や準備の方法を検討していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○%）
	今後の対応

	①通所を継続出来る。
	・週3月・水・金の利用でありマイカーで通所している。当初は休まずに参加していたが2週間経過後から唐突に休んでいる（理由は不明）。6/2以来の参加は見られない。
・デイケアでは「1人の方が良い。」と話し隅で皆に背を向けた状態で座ることを好んでいるが、同じ年代で趣味（漫画）が合う人とは笑顔で会話している場面あり特定の人とは交流している。
・今後の方向性やプログラムの参加について本人に確認すると、「そのうち仕事がしたいです。」と話している。近況についてプログラムについて「大丈夫です」と特に不満は聞かれていないが、実習生には睡眠について夜遅くまで起きている事やエアロビが疲れる事話していることがある。
（達成度10%）
	通所できていないが、診察には定期的に行っている。

週3日ではなく、確実に参加出来る曜日を決めて回数を減らすことを提案してみる。

	作業活動を行い作業能力（持続力・集中力）の向上を図っていく。
	運動不足を自覚しておりエアロビがある月・水・金曜日を通所日にしている。参加時は汗を多量にかきながら最後まで継続している。（達成度10%）
	体重測定を定期的に行い、減量への意識を高めていく⇒計画継続

	③コミュニケーション能力の向上
	特定の人とは話すことが可能であるが、対人緊張が高く打ち解けるまでに時間がかかる（達成度10%）
	過去の仕事や最近の生活の中で困ったことについて面談またはSSTで対人技能能力を高める。⇒計画継続

	④作業能力の向上

	本人が興味を示す漫画の塗り絵等は可能である。気分によって参加したり参加しないときが意欲に変動がある。（達成度10%）
	作業能力（持続力・集中力）の向上を図っていく。


※現状について補足

見学・体験利用を経て、H29.4.10から正式利用開始となっている。対人緊張があり集団生活は苦手だと話しているが母様が「家では部屋から出てこないしデイケアに来れば世界が広がるかもしれないです」と勧めていた。

来所した際にはエアロビに興味を示し、漫画の塗り絵を行って過ごしている。話し相手がいると明るく会話することも可能である。当初は休まずに継続的に参加していたが、２週間経過頃から無断で継続して休むようになり連絡すると母様が出ることが多い。電話にて近況について確認すると「大丈夫です。」としか言わず表面的な返答であり休む原因が明らかになっていない。話し相手となっていた実習生が最後の実習日であった6/2以来不参加であり、月1回程度は自分から電話連絡するが、殆ど無断で休んでおりスタッフから電話連絡すると母様が応対し家の用事や親戚の畑の手伝いや体調不良を理由に休んでいる

【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①プログラムに積極的に参加出来る。
	①通所を継続出来る。
	①確実に参加出来る曜日を決めて休まずに来所しプログラムに参加する。スタッフは来所状況プログラム取り組みを確認し、本人が出来ていることには評価する。

	
	②運動プログラムへ参加し、体力の向上・体重減少を図る。
	②運動プログラムへ積極的に参加していく。
	②エアロビへの参加は無理が無い範囲で行い、朝の体操には参加する

	
	③就労に向けての対人関係能力・作業能力を高める。
	③就労に関する考えを深めていく
	3 定期的な通所が可能になったら就労を考えていく。

共通の話題ができる仲間作りができるように配慮する


